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【目的】ベ ン ゼ ン は地下嫌気環境に長期残存する環境汚染物質で 、高い 毒陸、発がん牲 を

持っ こ とか ら速やかな浄化が求め られ る 。 前年度まで にガ ソ リン汚染地下水中の 嫌気ベ ン

ゼ ン 分解菌を RNA−SIPで 特定し、同地下水か ら単離した Azoarcus　sp ．　 DNl1株が嫌気ベ ン

ゼ ン 分解活 陸を持つ こ とを報告 した
。 本研究で は 、

DNII 株の 生理学的陸質の調査を行 うと

ともに、この 菌を用い た BTX 汚染地下水 bioaugumentationの 効果 を検証 した 。

【方法】DN11株の 嫌気ベ ン ゼ ン 分解の kinetics を調べ るため に、 リン酸バ ッ フ ァ
ーに菌を懸

濁後、ベ ンゼ ン を0．3mh− 7．5rriVf添加 し、
ベ ン ゼ ン の 減少 （  ）を調べ た 。

　 DN11株の 利用可能基

質お よび電子受容体を解析するために 、 無機塩培地に電子受容体 と基質を添加 し25℃ で の増

殖 を調 べ た 。
BTX汚染地下水浄化 へ の 有効性 を調 べ る た め に栄養塩 、 硝酸 、　 DN11株 を

107cells／m1 となるよ う添加 、 25℃で静置培養 した。 地下水中の 菌数 （TDC）、
ベ ンゼ ン濃度 （  ）、

硝酸イオン 濃度 、 菌叢（DGGE）、　Azoarcus細菌数 （real −time　PCR）を定期的に解析した。

【結果お よび考察】嫌気ベ ン ゼ ン 分解の kineticsを Haldaneの 式 を用い て解析 した とこ ろ、

Ks ＝ O．　82niM
、
　 Ksi ＝ 11nM

、
　 Vmax ＝ 0．48mMh

−110 −1°
cells であ っ た 。

　 DNll株は硝酸還元及び酸化条

件で安息香酸やトル エ ン、r キシ レ ン を利用 するが o ，
　p
一キ シ レ ン は利用で きない

。

　 DNIl

株を汚染地下水に添加 した ところ 、

ベ ン ゼ ン 濃度が 15醐 程度の 地下水で分解の 促進が観

察された 。 ま た、地下水に含まれ る トル エ ン や キシ レ ンの 分解 も促進 され た。
DNI1 株は

o ， p−xylene が単一
の 基質 として存在する時に分解活性を示 さない こ とか ら、これ らは トル

エ ン との 共代謝に より分解され る と考えられ る 。 DNl1株菌数の 変化を DGGE及び rea1 −time

PCR で調べ た とこ ろ 、 基質の 減少 に伴い 菌数 も減少す るこ とが示 され た 。 以上か ら、　 DNl1

株がガ ソ リン 汚染地下水の 浄化に有効な もの で あると考え られ た。
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